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危険に対するセルフセレクションと補償賃金仮説の実証分析※ 
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【 要 旨 】 
 

仕事に付随する危険に対する個人の好み(セルフセレクション)を考慮したモデルを

用いて、補償賃金仮説について実証分析した。その結果、異なる二つの危険の選択には

相関があり、危険に対するセルフセレクションが賃金に有意に影響することを確認した。

具体的には、致命的な怪我や肉体的な疲労に対するセルフセレクションには正の賃金プ

レミアムが支払われている一方、致命的でない怪我や精神的な疲労に対しては負のプレ

ミアムが支払われていることがわかった。平均賃金で見た場合、肉体的な疲労には正の、

精神的な疲労には負の賃金プレミアムが確認された。また、セルフセレクションを考慮

しない場合のバイアスの方向が危険の種類によって異なることを確認した。さらに、ア

ンケートから得られた危険に対する選好パラメータを用いた結果、危険回避的な人ほど、

致命的でない怪我や肉体的な疲労を伴う仕事を選ぶことも確認した。これらの結果は、

危険を伴う仕事に対する労働供給には、セルフセレクションメカニズムが働いており、

危険の種類によってその補償賃金プレミアムも異なることを示している。 
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